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環境基本計画 

上の位置付 

 （目標）Ⅰ 恵み豊かで安心・安全な地域社会の実現 

 （施策）２ 化学物質対策の推進 

背景と目的（目標設定）  

近年、カオリン質粘土の一種である米国ボールクレイから高濃度のダイオキシン類が検出されたことを機に

、新たなダイオキシン類の汚染源としてカオリン質粘土が注目されるようになった。カオリンは重要な鉱業資源

であるが、海外では日本の土壌環境基準を超えるダイオキシン類の検出事例が報告されており、国内にお

いても早急な汚染状況の把握が望まれている。本研究では、ダイオキシン類排出量の削減及び環境リスク

の低減を目的に、国内各地で産出するカオリン及び関連粘土中のダイオキシン類の濃度分布調査を行うと

ともに、これら粘土の産業利用プロセスにおけるダイオキシン類の環境負荷量を推定する。 

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）  

まず、国内粘土についてダイオキシン類の残留状況を確認するため、各地より陶磁器の原料として使用さ

れる粘土を収集し、ダイオキシン類の濃度分布を調査する。各粘土の産出量とダイオキシン類濃度を整理

し、年間に生産される粘土中のダイオキシン類含有量（インベントリ）を推算する。国内の代表的な鉱物資

源である粘土は、その大部分が耐火物及び陶磁器の原料として使用される。そこで、実験炉を用いた粘土

の加熱実験を行い、加熱前、加熱後（残さ）及び発生ガスを測定し、窯業における含有ダイオキシン類のマ

スバランスを調査する。この実験結果から、粘土の加熱温度に伴う含有ダイオキシン類の揮散割合、あるい

は粘土中での残留割合の変化を把握する。窯業におけるダイオキシン類の挙動及び排出量の正確な把握

は、周辺環境に対する環境リスクや作業環境を評価する上でも不可欠といえる。 

国内におけるカオリン粘土に関連したダイオキシン類の調査は未だ報告されていないことから、本研究は非

常に新規性が高いといえる。また、カオリン粘土中のダイオキシン類は天然由来である可能性が指摘されて

いる。本研究はその生成プロセスを解明する有用な情報となり得るため、学術的にも重要といえる。 

成果の概要（目標達成度）  

［濃度分布調査］ 国内各地で産出するカオリン質及び関連粘土を16地域から70検体収集し、ダイオキ

シン類の測定を行った。毒性等量(TEQ)の平均値及び濃度範囲は、それぞれ6.6pg-TEQ/g, 0.00068～4

7pg/gであり、全体的に堆積性粘土が陶石よりも高い傾向にあった。このうち県内産の飯能焼粘土について

は、平均濃度が1.0pg-TEQ/gと全国平均よりも低い傾向にあった。国内粘土の生産量とダイオキシン類平

均濃度を基に算出したダイオキシン類含有量は、重量ベースで1.3kg/year、TEQベースで4.8g-TEQ/yearと

見積もられた。 

［環境負荷量推定］ 実験炉を用いたカオリン質粘土の加熱実験を行い、加熱前、加熱後（残さ）及び

発生ガスの測定から、加熱処理におけるダイオキシン類の動態、マスバランスを調査した。本実験から得られ

た最大の揮散割合を用い、かつ発生したダイオキシン類がすべて環境中へ放出されると仮定した場合、国

内窯業に係るダイオキシン類の大気環境負荷量は、重量ベースで35g/year、TEQベースで0.13g-TEQ/ye

arと推算された。これは国内総排出量（2010年度）の0.08％に相当し、非常に低いことがわかった。 

これら研究成果については、国内外の学会で随時発表した。特に2010年の環太平洋国際化学会議（

Pacifichem2010）では依頼発表を行っており、海外の研究者にも当センターの研究活動を広く知ってもらう

ことができた。また研究成果の一部が、環境科学分野の権威ある国際誌（Environmental Science & Te



chnology）に掲載されるなど、学術的重要性も評価された。 
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）  

海外のカオリン質粘土からはダイオキシン類の土壌環境基準を超える検出事例が報告されているが、本

調査により国内・県内の関連粘土中のダイオキシン類濃度は、最大でも環境基準の1/10以下であることが

わかった。これらがダイオキシン類インベントリに与える影響は、1％未満と見積もられ、ごくわずかであることが

わかった。今後は、科学研究費補助金研究（平成22-24年度）において、（独）産業技術総合研究所、日

本大学、愛知大学の協力機関と連携し、カオリン粘土に関連したダイオキシンの天然生成プロセスについて

さらに検証を進める予定である。 

 


